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ボランテイア養成講座の様子 (仙台別院)
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叡
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胡東記念病院院長 村上 知行

予
期
せ
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死
亡
宣
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と
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も
の
は
何
度
や
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も
つ
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が
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こ
の
時
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は
そ
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し
た
こ
と
に
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な
り

の
経
験
を
積
ん
で
き
て
い
る
私
も
、

さ
す
が
に
逃
げ
出
し
た
い
ほ
ど
の
心

境
で
あ
っ
た
。私
は
覚
悟
を
決
め
て
、

お
父
さ
ん
に
太
郎
君
が
も
は
や
か
え

っ
て
は
こ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を

告
げ
た
。

若
い
お
母
さ
ん
は
、
救
急
室
の
外
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を訪ねて居室訪問

現在、浄土真宗本願寺派東北教区

災害ボランテイアセンターは、名取

市の仮設住宅を中心に、一軒一軒居

室を訪問して、お話を伺う訪問ボラ

ンテイアの活動を行つている。

その活動では、仮設の玄関口でお

話を聞くこともあれば、お宅に上げ

ていただき、お茶をいただきながら

お話を聞くこともある。いずれの場

合も、お話を聞きながら、同じ場所、

一緒の時間を過ごすなかで、孤独に

よる苦しみが利|ら ぐようにという思

いで活動を続けている。

訪問先で、あるご婦人からお茶を

よばれた時のこと。日常会話の中に

もしばしば、地震のこと、津波のこ

とが顔をのぞかせる。しばらくして、

机の上の菓子皿にご婦人の視線が止

まつた。その方は菓子皿を見つめつ

つ、「自宅の食器類はすべて流され

ちゃつてね」と漏らされた。ふと漏

れた言葉から、さまざまな想いが呼

び起こされるのか、しばらくの沈黙。

津波によつて流されてしまつた食

器類の中には、自分で作つた世界で

たつた一つの湯飲ぷ茶碗があったの

だという。それは決して、湯飲み茶

碗のみに込められた想いではなかつ

たであろう。

その方の話に耳を傾けつつ、一つ

の菓子皿を一緒に眺めていた。

(安部智海)
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